
資料３ 

令和２年１月８日 

普通科高校（生徒,教員）及び家族等に対する取り組み（案） 

１．目 的 

 普通科高校（生徒,教員）及び家族等に対して、建設業の魅力を理解して頂くことを 

目的として、建設業界の魅力を発信するツアーなどの取り組みや、ＰＲコンテンツの 

強化等の検討を行う。 

２．現状と課題 （本会議意見などを再整理） 

○「建設業界！魅力発見ツアー」は村上地域では建設業が基幹産業だが、就職が僅か

だった為、学校側からの希望もあり始めた。実施後は、就職数が毎年 10 数名に増

加したので効果は出たと推察。今年は 6名の教職員も出席。

○他地域で高校性対象の同様の取り組みは今のところ特に無い。一方、建設業のツ

アーは再就職者を含めた不特定多数を対象に多く実施（労働局より）。

○石川県ツーリズムは55校の進路担任に説明。昨年度は38名中10名が参加（今年参加

無し）。昨年度は出前講座後実施したこともあり、参加が増加したと推察。

声かけは普通科へは県、工業系は建設業協会が実施。活動を継続することが重要。

○「富山どぼく発見ツアー」は県政バス教室で、県民に対し施設見学等を通じ県の仕

事を理解してもらうことを目的に実施している12コースの内の１つ。夏休みの平日

実施で殆どが小学生。今年は陸と空の玄関口をテーマに富山駅や空港を見学。

○ダムや新幹線建設現場など、普段見られないスケール感のある現場を見る機会を是

非多くつくって欲しい。

○生徒は進学相談の際に高校の先生の意見に従う傾向があるため、普通科高校の先生

に対し、建設業の魅力、働き方改革（新３Ｋ）、ICT技術等を伝える仕組みを作るべ

き。理学系の教員は建設業界の認識が少ないことも注意が必要。その対応として、

業界説明会等を開催が必要と思われる。

○普通科高校では、学習指導要領の改訂に伴い、「総合的な探求の時間（生徒が自分で

課題を発見し、解決法を考える学習活動）」に取り組んでいるが、普通科ではなかな

か支援が得られないので、現場見学だけでなく、テーマも与えて頂く形が良い。それ

により教員の理解も深まる。

○各種ＰＲコンテンツはその直接的な効果が不明（YouTube 閲覧件数評価のみ）。

３．今後の対応方針（案） 

①普通科高校のニーズの確認
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・ツアーや「総合的な探求の時間」に関する普通科高校側のニーズについて聞き取 

り調査等を実施。今年は各団体が面識のある普通科高校に問合せを実施。 

 

②「建設業界！魅力発見ツアー」等の拡大 

 ・普通科高校を対象としたツアーを新潟県内で１箇所追加で実施することを目標 

  に調整を実施。 

  ・普段見ることの出来ないツアーの開催予定を情報共有し、普通科高校等にＰＲ。 

ツアーの新規開拓も検討する。 

 例）インフラツーリズム一覧（国土交通省総合政策局）の共有  

新潟駅立体交差事業、鵜川ダム本体建設工事（日建連）ツアー活用 等 

   ・今後実施するツアーには教職員や家族も参加出来る工夫をする。 

    （家族に対しては夏休みや休日開催等の配慮） 

 

  ③「総合的な探求の時間」に対する取り組み強化 

   ・①のニーズ把握等により学校側より内容や事例を入手し、情報共有。 

   ・各現場見学時にはテーマの提供を意識して実施する。 

 

④コンテンツの情報共有等 

・「３Ｋのイメージ」を払拭するため、働き方改革の取り組みなどのＰＲ資料を 

情報収集。 

・上記資料や分かり易いＰＲコンテンツ等も含め、別途提案のＨＰＷＥＢ化など 

で情報共有化。  例）建設業協会 YouTube、各種団体作成資料等のリンク 

    

  ⑤学校と連携した取り組み 

・信濃川河川事務所の長岡造形大学との連携や、「はだしの王国 2019（石川県）」 

での県若手、建設業協会青年部、石川高専のコラボ企画などは、より効果的で 

且つ学生本人の理解も深まると思慮されるので、これに類した取り組みを推進 

する。 

 

  ⑥実施成果の把握 

   ・イベント開催時にはアンケートや追跡調査を引き続き実施し、その結果 

や効果を基にイベント等の見直し、改良を図る。 
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【村上】「建設業界！魅力発見ツアー」を開催しました。（令和元年7月 19 日開催）ー… 1/3 ページ

パン〈ず トップページ＞組織できがす＞村土地域振鹿島娩域整備部＞【村上】「建設業界！魅力発見

ツアー」を開催しました。（令和元年7月 19日開催）

【村上】「建設業界！魅力発見ツアー」を開催

しました。（令和元年7月19日開催）

ページ番号： 0223757 更新日： 2019年7月 31日更新

「建設産業！魅力発見ツアー」は、生活基盤を支える建設業界の担い手不足を解消するた

め、将来、地域の担い手となる地元高校生に、建設業界の「ものづくり」としての魅力を理解して

もらう目的で、工事現場の見学と建設産業のPR（座学）を行うものです。

平成25年度から始まり、今回で6回目。実施にあたっては、村上公共職業安定所が中心とな

り、当地域整備部のほか、村上市や（一 社）新潟県建設業協会の村上支部とも連携して、7月 19

日に実施しました。

1工事現場を見学

初めに、参加した高校生41名（村上桜ケ丘高校2年生18名、村上高校2年生3名、荒川高校3年

生2名、中条高校1 ～3年生16名、西新発田高校3年生1名、新発田南高校3年生1名）は2班に分

かれて、建築工事の村上総合病院移転新築工事と土木工事のニ級河川百川伏越工工事の2

箇所の現場を交互に見学しました。

土木工事の現場では、建設機械を身近で体験したり、ドロ ーンの操作体験などを行いました。

高校生は、緊張しながらも楽しんで体験していました。

村上総合病院移転新築工事を見学しました。

https://www.pref.niigata.lg.jp/ sec/m町池田ni_ seibi/20190731 kennsetumiryoku.html 2019/10/29 
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【村上】「建設業界！魅力発見ツアー」を開催しました。（令和元年7月19 日開催）ー… 2/3 ページ

建設機械も身近で体験しました。

ドロ ーンの操作体験もしました。

安全帯フルハーネスも試着体験しました。

2建設産業のPR

現場見学の後は、村上地域振興局の会議室で、建設産業の仕事について説明を受けました。

パワ 一ポイントやビデオ映像を使った説明のなかで、一つの施設を作るにもたくさんの人が協

力してできあがること、女性も活躍していること、建設産業の魅力などの説明を受けました。

https://www.pref.niigata.lg.jp/ sec/m町池田ni_ seibi/20190731 kennsetumiryoku.html 2019/10/29 
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【村上】「建設業界！魅力発見ツアー」を開催しました。（令和元年7月19日開催）ー… 3/3ページ

その後、村上地区の県・市・建設会社の若手職員から、今の自分の仕事ややりがいについて
話をしてもらい、生徒から質問を受けてもらいました。

生徒からは、職場の雰囲気は？、仕事で苦労したことは？などの質問があり、若手職員から
体験を交えたわかりやすい回答がありました。

今回のツアーが、将来の建設業界の担い手確保につながってくれることを期待します。

建設業界の業務について説明を聞きました。

実際に就職した先輩方の体験談を聞きました。

このページに関するお問い合わせ

村上地域振興局地域整備部
計画調整課

干958-8585 村上市田端町6-25
Tel : 0254-52-7966 Fax: 0254-53-4511 メールでのお問い合わせはこちら

https://www.pref.niigata.lg.jp/ sec/m町池田ni_ seibi/20190731 kennsetumiryoku.html 2019/10/29 
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新潟県建設業協会
General Constructors Association of Niigata

一般社団法人

YouTubeを活用したＰＲ広告配信

県民に身近である「除雪」などをテーマにしたテレビＣＭを放映してきたが、昨今の担い手不足や「女性の活用」、「新３Ｋ」(給与、
休暇、希望）など新たな課題も顕在化してきたため、若者者・女性が建設業に抱くイメージの向上を図り、入職につながることを
目的に、スマートフォン等からの動画接触率が高いYouTubeを媒体にしたアニメＣＭ制作を制作し、それぞれ広告配信しました。

パソコンやタブレット、スマートフォンを通じ、若者の生活に密着しているインターネットと、世界的に関心の高いアニメを組み合
わせたことで、予想以上の反響があり、業界紙や地元新聞にも取り上げられるなど、広く県民に周知できました。

【概 要】

■配信動画

①「トンネルつくろ」編

②「自分キラキラ！建設女子」編

■対 象：高校生、大学生、若年層

（13～24歳）

■エリア：新潟県全域

近隣県の土木学科がある大学周辺

■再生回数

①約26万回

②約45万回

■その他

配信動画と連携して、建設業について

理解を深めてもらえる内容のランディン

グページも作成して、広報に努めている。

「トンネルつくろ」編 「自分キラキラ！建設女子」編http://www.shinkenkyo.or.jp/
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平成３１年３月から適用する公共工事設計労務単価

◇平成３１年３月から適用する公共工事設計労務単価は、前回改定と比較し全国平均で３．３％の増
北陸３県（新潟県、富山県、石川県）においては平均で４．９％の増。

※平成23年度から「屋根ふき工」を除く ※平成27年度は「屋根ふき工、石工、ブロック工、さく岩工、タイル工、建具工、建築ブロック工」を除く
※平成29年度から「石工（富山県、石川県）、「山林砂防工（新潟県）」、「ブロック工、屋根ふき工、タイル工、建築ブロック工」を除く

［全国全職種単純平均 ２４，４４４円（対前年度比 ＋３．３％増 ７８３円増）］
北陸３県（全職種単純平均）

新潟県 ２５，０５４円（対前年度比 ＋５．０％増 １，１９１円増）
富山県 ２５，６９３円（対前年度比 ＋５．０％増 １，２２６円増）
石川県 ２５，６３０円（対前年度比 ＋４．８％増 １，１７０円増）

［３県平均 ２５，４５９円（対前年度比 ＋４．９％増 １，１９６円増）］ ※北陸地方整備局計算値

公表を開始した平成９年度以降で最高値

７年連続で引き上げ
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○ 週休２日対象工事の適用を拡大し、働き方改革を推進
○ 週休２日の取得に取り組む企業を拡大するため、労務費、機械経費（賃料）、共通仮設費、現場管理費につい

て、現場閉所の状況に応じて補正係数を乗じ、必要経費を計上
○ また、発注者指定方式の試行を新規に取り組み、施工条件確認部会・工程調整部会の原則開催及び工程共

有強化型の試行を継続

建設現場における週休２日 取り組み状況

■週休２日モデル工事の取り組み状況（７月末時点 契約件数ベース） ※協議中の工事を除く

60件
102件

希望する

希望しない
希望率37％

H29年度

273件198件

希望する

希望しない

H30年度（7月末時点）

（件）

希望率58％
2１％ＵＰ

H29年度版運用 H30年度版運用
標準型 154（54） 443（250）

工程共有強化型  8（6）  11（6）
162（60） 454（256）

発注者指定方式 標準型 － 17（17） H30年度 新規
162（60） 471（273）

37% 58%

合　 計
希望率

※上表の数字は、協議中の工事を除く

R1.7末時点
契約件数（希望件数）

受注者希望方式

 小計
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【目的】
建設業の担い手の確保・育成のため、表彰により、若手技術
者のモチベーションアップを期待するとともに、表彰を通じて
、技術者の技術力の向上をサポートするため、北陸地方整備局
所管の工事施工や業務成果において、秀でた若手技術者を表彰
しています。

【表彰者】
平成３０年度は、平成２９年度に､完成した工事７３７件から

、４０才以下を対象として現場代理人６名と監理技術者４名、
業務９５２件から、４５才以下を対象として管理技術者５名の
計１５名を選定し、平成３０年１２月５日に表彰式典を挙行ま
した。

平成29年度完成業務 技術者年齢分析（管理(主任)技術者）平成29年度完成工事 技術者年齢分析（監理（主任）技術者、現場代理人）

○北陸・若手技術者賞の受賞は、１技術者、１回限り（また、過去も含め、優良工事（業務）技術者は対象外）
○選定は、「現場代理人」、「監理（主任）技術者」、「管理技術者」において各々５名程度を目安に、年齢、成績等
を総合的にみて決定

○優良工事表彰、安全優良受注者表彰等の選定作業を活用することにより、業務負担を軽減。

参考：受賞した若手技術者の年齢
現場代理人 29～37歳（平均34歳）
監理（主任）技術者 35～40歳（平均38歳）
管理（主任）技術者 36～44歳（平均41歳）

若手技術者の育成（若手技術者表彰）
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i-Construction ～建設現場の生産性向上～

ＩＣＴの全面的な活用（ＩＣＴ土工）
全体最適の導入

（コンクリート工の規格の標準化等）
施工時期の平準化

・閑散期に工事が動くように平準化

・資機材・人材の効率的な活用
・労働環境の改善

非効率な現場毎の一品設計・生産

全体の最適化を目指し規格を標準化
・部材の工場製作

３次元ﾃﾞｰﾀ化による効率化

◆求める先の目的 ① 経営環境の改善
② 賃金水準の向上

③ 安定した休暇の取得
④ 安全な現場

測量 設計 施工

検査管理

ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ トップランナー施策
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H29年1月～12月 H30年1月～12月

ＩＣＴ活用工事（土工）の状況

【地整全体】ＩＣＴ土工実施状況（件） 【地整全体】ＩＣＴ土工関係実施状況 【参考】自治体のＩＣＴ土工実施状況

（件） （件） （件）【新潟県】ＩＣＴ土工実施状況

61

114

10

24

171

97

67

42
31

17

H29年度 H30年度 計
新潟県 19 26 45

富山県 2 9 11

石川県 15 33 48

新潟市 3 1 4

合計 39 64 108

【富山県】ＩＣＴ土工実施状況 【石川県】ＩＣＴ土工実施状況

○ ＩＣＴ活用工事とは、建設現場における生産性の向上を目的に、調査・設計から施工・検査の全てのプロセスにおいて
ＩＣＴを全面的に活用するもの

○ 北陸地方整備局では平成２９年 ６１件、平成３０年 ９7件のＩＣＴ土工工事を実施（令和元年7月末現在）
○ 自治体においても平成２９年度３９件、平成３０年度６４件で実施（令和元年7月末現在）

1 1 2 2
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対象数 実施数 対象数 実施数 調整中

H29年1月～12月 H30年1月～12月

19 16
32 22
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対象数 実施数 対象数 実施数 調整中

H29年1月～12月 H30年1月～12月

工種 Ｈ２９年
1月～12月

Ｈ３０年
1月～12月

対象数 1 3
実施数 1 3
対象数 14 30
実施数 14 29
調整中 0 0
対象数 98 132
実施数 45 59
調整中 0 4
対象数 113 165
実施数 60 91
調整中 0 4

1 6
対象数 114 171
実施数 61 97

ICT河川
浚渫工

（H30年度～）

契約後希望 － 1

契約後希望　実施数

合計
（契約後希望工事含む）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工

発注タイプ

発注者指定型

施工者希望Ⅰ型

施工者希望Ⅱ型

合計
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